
（単位　千円）
障害者福祉 13,075,832 270,608 156,891 12,648,333高齢者福祉 4,352,791 717,669 1,530,755 2,104,367 (1,132,273)児童福祉 21,544,287 2,525,870 654,365 18,364,052 (8,049,497)母子福祉 73,440 49,915 3,462 20,063生活保護 5,830,449 4,213,830 1,616,619 (2,262)小計 44,876,799 7,777,892 2,345,473 34,753,434 (9,184,032)介護保険 20,092,167 20,092,167 (3,535,144)国民健康保険 11,861,117 11,861,117 (1,064,387)後期高齢者医療 24,392,740 38,444 24,354,296 (4,558,195)小計 56,346,024 0 38,444 56,307,580 (9,157,726)医療 10,892,455 3,618,141 7,274,314病院 9,439,567 18,468 1,089,263 8,331,836疾病予防対策 441,815 154,887 3,827 283,101医療提供体制確保 3,310,297 1,043,306 1,114,468 1,152,523 (334,242)小計 24,084,134 4,834,802 2,207,558 17,041,774 (334,242)125,306,957 12,612,694 4,591,475 108,102,788 (18,676,000)

社会福祉
社会保険
保健衛生

合　　　計

　    引き上げ分の地方消費税収が充てられる社会保障４経費その他の

　　　社会保障施策に要する経費（一般会計）

項　　目　　名 経　　費 財源内訳特定財源 一般財源国支出金 その他

（注）「社会福祉」とは「生計の困難な者や心身に障害のある者に対して必要な援助を行う等国民の生存権を確保することによって、国民生活の内容を豊かならしめること」を意味し、具体的には、生活保護・児童福祉・母子福祉・高齢者福祉・障害者福祉（身体障害者福祉・知的障害者福祉・精神障害者福祉）である。「社会保険」とは、「保険的方法によって行う社会保障を行う制度の総称」であるが、法令に基づき実施される「強制保険」的な制度を意味し、具体的には、国民健康保険・介護保険・年金などである。「保健衛生」とは、「国民の健康を保つための施策」を意味し、具体的には、医療に係る施策・感染症その他の疾病の予防対策・健康増進対策などである。また、項目の「引き上げ分の地方消費税」は、厚生労働省が示している「社会保障の充実」及び「消費税率引上げに伴う社会保障４経費の増」に要する経費に優先して充当したうえで、一般財源の増加額（平成25年度比）に応じてあん分して充当している。

（うち引き上げ分の地方消費税充当分）


